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平成 22 年 3 月期第 2四半期連結累計期間業績速報値と 

剰余金の配当に関するお知らせ 

 
平成 22 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間の業績につきましては、平成 21 年 10 月 28 日（水）

に正式発表の予定ですが、決算の概要が纏まりましたので下記の通り速報値としてお知らせ致しま

す。 

また、平成 21 年 9 月 30 日を基準日とする剰余金の配当について下記の通りお知らせ致します。 

 

記 

 

１． 平成22年 3月期の連結累計期間の業績速報値（平成21年 4月 1日～平成21年 9月 30日） 

① 速報値                                            （単位：百万円） 

 営業収益 経常利益 
当期 

純利益 

1 株当り 

当期純利益

（円） 

1 株当り 

純資産額（円）

平成 22 年 3 月期 

第 2 四半期速報値 
6,056 3,459 2,172 68.11 952.86

（参考）平成21年3月期 

第 2 四半期実績 
3,930 971 605 18.94 966.81

（参考）平成21年3月期 4,962 ▲821 ▲1,447 ▲45.33 890.69

※ 当該業績速報値は、現時点で入手可能な情報や当社が合理的と判断する一定の前提

に基づいており、実際の業績は速報値と異なる可能性があります。 

 

② 増減要因 
当期におきましては、好調なお客さま向けの債券販売を中心とした債券関連収益が大きく

増加したため、前年同期比増収増益となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２． 剰余金の配当について 

  平成 21 年 10 月 16 日開催の取締役会において、平成 21 年 9月 30 日を基準日とする剰余金の

配当について下記のとおり決議致しましたのでお知らせ致します。 

 

① 配当の内容 

 
決 定 額 

（平成 22 年 3 月期 中間配当）

前期実績 

（平成 21 年 3 月期 中間配当） 

基準日 平成 21 年 9 月 30 日 平成 20 年 9 月 30 日 

１株当り配当金 17 円 10 円 

配当金の総額 542 百万円 318 百万円 

効力発生日 平成 21 年 11 月 27 日 平成 20 年 11 月 28 日 

配当原資 利益剰余金 利益剰余金 

今期の中間配当につきましては、下記「剰余金の配当に関する考え方」に基づき、決定致し 

ました。 

 

② 剰余金の配当に関する考え方 
当社は、株主価値向上の一環として、株主の皆さまに対し積極的な利益還元を図ることを

経営の重要な政策のひとつとしており、配当につきましては、連結配当性向 50%以上を目

標とした業績連動型の配当政策を基本としております。 

また、安定的な配当に対する株主の皆さまの期待にお応えする観点から、上記の業績連

動型の配当政策に加え、純資産配当率（DOE）という考え方をとり入れ、連結ベースの同配

当率 2%以上を目標値として掲げております。 

 

当期の中間配当につきましては、証券市場等の動向により業績が大きく変動する可能性の

高い証券業の特徴に鑑み、配当性向 50％を用いて算出した金額の約半分の額をお支払

させて頂きます。 

 

以上 


